
中期的な財政見通し今後の財政運営 （単位：億円）

問 財政課　☎０２２（２１１）２３１５

令和2年度
（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

令和5年度
（2023年度）

歳入（Ａ） 11216 9201 9033 8822

　うち県税 2932 2903 2903 2859

歳出（Ｂ） 11336 9278 9105 8916

　うち社会保障関係経費 1423 1463 1492 1537

財源不足額（A ー B） ▲ 120 ▲ 77 ▲ 72 ▲ 93

（参考）「新・みやぎ財政運営戦略」の取り組み効果 87 70 69 109

財政調整関係基金の取り崩し 120 77 72 93

（参考）財政調整関係基金年度末残高 265 188 116 22

※平成21～30年度は年間予算額、令和元年度は2月補正（5・6号）後予算額、
　令和2年度は当初予算額です。      
※億円単位で四捨五入しているため、合計額が一致しない箇所があります。 

（単位：億円）

予算額の推移（一般会計）予算額の推移（一般会計）
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このほか、震災対応分 9万799円（11万3854円）

9181 9246

2953 2089

8273

2823

教育費
20.1％
8万711円

（7万5493円）

土木費
7.0％

2万8004円
（2万3275円）

警察費
5.7％

2万3007円
（2万2102円）

8982

19364

14067 13704

8944

商工費
10.0％
4万376円

（3万5440円）

総務費
4.4％

1万7766円
（1万7897円）

農林水産業費
5.2％
2万773円

（1万7748円）

その他
21.3％
8万5760円
（6万9432円）

23560
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公債費
11.7％
4万6903円
（4万7943円）

民生費
14.6％
5万8500円
（5万7056円）

　本年度予算を基に機械的に試算した
中期的な財政見通しでは、社会保障関
係経費や公共施設の老朽化対策などの
経費の増加に対応するため、今後4年間
で財政調整関係基金を362億円取り崩
さなければならず、令和5年度末の残高
は22億円まで減少する見込みです（表）。
また、復興計画期間が終了する令和3年
度以降の国の財政支援の内容によって
は、財源不足額がさらに拡大する可能性
もあります。
　積立金については、主に震災関連の
基金の取り崩しにより、残高の減少が続
いています（グラフ3）。
　こうした厳しい財政状況の中でも、震
災復興の完遂に向けて全力で取り組むと
ともに、「新・みやぎ財政運営戦略」に基
づき、将来にわたって健全で持続可能な
財政運営に努めていきます。

※平成27～30年度は年度末
現在高、令和元年度は2月補
正（５・６号）後年度末現在高
見込額、令和2年度は当初
予算後年度末現在高見込額
です。

※県債管理基金のうち、満期
一括償還のための積立分を
除きます。 

※億円単位で四捨五入してい
るため、合計額が一致しな
い箇所があります。

　消費税率の引き上げにより、県税や普通交付税などの歳入が増
加したものの、幼児教育・保育の無償化や高等教育の修学支援など
の経費が増加しており、財源不足対策として、財政調整基金を120
億円取り崩しました。
　既存事業の徹底した検証・見直しを行った上で予算の重点配分を
行うなど、予算の効果的・効率的な執行に努め、戦略的な財政運営
により、県政の課題解決に積極的に取り組んでいきます。
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（単位：億円）

積立金の状況積立金の状況
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令和2年度当初予算の概要

人件費

公債費
扶助費
普通建設事業費
補助費等

……………

……………
……………

…
…………

公立学校の教員や警察官などを含む職員の給料など
に使うお金です
県の借金に当たる県債の返済などに使うお金です
児童手当や生活保護などの給付に使うお金です
道路や学校の建設などに使うお金です
高齢者の医療費や介護保険の給付など、市町村など
が実施する事業に交付するお金です

県税
国庫支出金
地方交付税

県債

………………
………
………

………………

県民税、事業税など県に納めていただく税金です
国が使用目的を特定して交付するお金です
所得税などの国税収入の一部が国から交付されるお
金で、使用目的は特定されません
公共施設の整備や財源不足を補うための借入金です

歳
入

歳
出

用語の解説

　震災復興計画の最終年度となる本年度は、復興の総仕上げに総力を結集するとともに、復興需
要の収束を視野に入れた地域経済の活性化や各分野における人材確保対策、教育・福祉の充実など
県政課題を解決するための施策を積極的・重点的に予算化しました（主な事業は６・７ページに記載）。

1兆1336億円
歳出

諸収入
9.0%
1020億円

繰入金
5.8%
654億円地方消費税

清算金
9.1%
1028億円

その他
0.8%
87億円

国庫支出金
17.0%
1928億円

使用料・手数料
1.2%
139億円

その他
3.6%
412億円

その他
3.1%
359億円

貸付金
7.6%
859億円

物件費
3.5%
399億円

公債費
9.6%
1092億円
扶助費
4.0%
452億円

普通建設事業費
19.7%
2234億円

災害復旧事業費
6.1%
690億円

補助費等
27.1%
3068億円

県債
8.9%
1009億円

地方交付税
18.8%
2126億円

※項目ごとの四捨五入のため、合計や割合が
　一致しない箇所があります。
※項目ごとの四捨五入のため、合計や割合が
　一致しない箇所があります。

歳入

県税
25.9%
2932億円

人件費
19.3%
2183億円

51.5%

投資的経費
25.8%
2924億円

投資的経費
25.8%
2924億円

1兆1336億円

義務的経費
32.9%
3727億円

義務的経費
32.9%
3727億円自主財源

51.7%
5861億円

自主財源
51.7%
5861億円

依存財源
48.3%
5475億円

依存財源
48.3%
5475億円

令和2年度当初予算（一般会計）令和2年度当初予算（一般会計）

歳出

グラフ1グラフ1

　予算規模は、前年度当初予算から233億円増の1兆1336億円です（グラフ1）。
　復旧・復興が着実に進み、震災対応分の予算は減少しましたが、令和元年東日
本台風への対応などのため、通常分の予算が増加しました（グラフ2）。

1兆1336億円 震災対応分 … 2089億円
通常分 ……… 9246億円

復 興 計 画 予 算完 結

令和2年度当初予算（一般会計）
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知事コラム

　東日本大震災から９年が経過し、いよいよ今
年度末をもって復興計画が完了するという大き
な節目を迎えます。
　皆さんは現在の２３０万人の県人口が、今後
２５年間で５０万人も減少し１８０万人になること
をご存知でしょうか？宮城県の経済は第三次産
業（サービス産業）が経済の中心ですので、人
口が急激に減るということは消費が冷え込み税
収の急減につながることを意味します。一方、
高齢者数はこれからも増え続け２０４０年ごろに
ピークを迎えることが分かっています。つまり、
今後２０年以上社会保障費（支出）が増え続け
るわけです。このように考えると、インフラ整
備などの特例的な復興事業に全力を注げるの
は国の手厚いハード事業への支援が残ってい
る１年限りということになります。
　そこで私は、令和２年度予算を「復興計画
完結予算」と命名いたしました。あの大震災の
直後、県内がパニックのようになっている中で、
職員一丸となり不眠不休で策定した計画です
ので、その完結には大変強い想いを持ってい
ます。この９年間、水産業復興特区、防潮堤
の整備、仙台空港民営化、医学部の新設、
東北放射光施設の誘致、上・工・下水みやぎ
型管理運営方式の導入、宮城野原広域防災
拠点の整備といった他県にはない創造的な施
策に取り組みながら歩んできた復興計画です。
県民の皆さんと約束した復興計画をしっかりと
完結させ、次の１０年間につなげていきたいと
思います。ぜひ、応援してください！

復興計画完結予算

令和2年度の主な事業
　「政策推進の基本方向」の４つの柱立てに沿って、震
災からの復旧・復興や、富県宮城の更なる躍進に向けた
取り組みを推進します。

被災地のコミュニティ再生などを支援します
◦みやぎ地域復興支援費 …………………………………………１億9220万円
◦地域コミュニティ再生支援費 ………………………………2億4590万円
水素エネルギー (燃料電池自動車など)の普及啓発を図ります
◦ 拡充 水素エネルギー利活用推進費 ………………………2億373万円

被災者の生活再建と生活環境の確保

地域高規格道路の建設を推進します
◦みやぎ県北高速幹線道路整備費 ……………………… 34億7110万円

公共土木施設の早期復旧

被災者の心の問題への対応を支援します
◦ 拡充 みやぎ子どもの心のケアハウス運営支援費 … 3億9700万円
◦心のケアセンター運営支援費  ………………………………2億9000万円

 保健・医療・福祉提供体制の回復

県内事業者の欧米市場進出を支援します
◦ 新規 北米および欧州における販路開拓・定着促進費 … 2224万円
国内外から観光客を誘致します
◦通年観光キャンペーン推進費 …………………………………………… 2億円
◦ 新規 東北デスティネーションキャンペーン推進費(R3.4-9) … 1億円

ユニバーサルデザイン（UD）タクシーの導入を支援します
◦ 新規 ユニバーサルデザインタクシー普及促進費  …… 6000万円

被災した中小企業の復旧・復興を支援します
◦中小企業等復旧・復興支援費 ………………………… 167億1000万円

「富県宮城の実現」に向けた経済基盤の再構築

力強くきめ細かな震災復興 1

1

2

3

第40回全国豊かな海づくり大会 〜食材王国みやぎ大会〜 を開
催します（9月27日）
◦ 拡充 第40回全国豊かな海づくり大会推進費 ………3億9387万円

農林水産業の早期復興4

5
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ＳＮＳ相談の実施など児童虐待防止対策を強化します
◦ 拡充 児童虐待防止強化費 …………………………………… 7600万円

子どもの貧困対策に取り組む市町村や団体を支援します
◦ 新規 子どもの貧困対策推進費 …………………………… 1619万円

生徒１人１台のＩＣＴ機器（タブレットPCなど）を整備します
◦ 拡充ＩＣＴ教育環境整備促進費 ……………………………… 5496万円

不登校児童生徒などの学習や自立を支援します
◦ 新規 不登校等児童生徒学び支援教室運営費 …… 1761万円

通学時間短縮のため、スクールバスを増便します
◦ 拡充 特別支援学校スクールバス運行費 ………11億1456万円

私立学校の運営支援や修学支援を行います
◦ 新規 私立高等学校安全設備整備助成費 …………… 4000万円
◦ 新規 私立高等学校入学金軽減支援費 ………………1億800万円
◦ 新規 私立専修学校修学支援費 ………………………………… 30億円

就職氷河期世代への就労支援などを行います
◦ 新規 就職氷河期世代支援費 ………………………………… 5000万円

介護施設の働き方改革や人材確保を支援します
◦ 新規 介護人材確保対策緊急アクションプラン推進費 

……………………………………… 1億2000万円

手話通訳士などの養成や耳マークの普及啓発など
を行います
◦ 新規 情報保障・合理的配慮推進費 ……2835万円

倒壊危険のあるブロック塀などの撤去を支援します
◦ 新規 小学校スクールゾーン内ブロック塀等除却助成費 

……………………………………… 3698万円

民泊・簡易宿所の開業・運営などを支援します
◦ 新規 小規模宿泊施設普及拡大費  ………………………… 1830万円
農業の収益性向上に向けた栽培施設の整備を支援します
◦ 拡充 産地パワーアップ推進費 ……………………… 10億3000万円

首都圏からのＵＩＪターンなどを促進します
◦移住・起業・就業支援費 …………………………………… 1億8840万円

イノシシやニホンジカなど野生鳥獣の被害を防止します
◦ 拡充 鳥獣害防止対策費 ……………………………………3億5140万円
◦ 拡充 野生鳥獣保護管理対策費 ………………………2億5483万円

地域資源ビジネスの創出や都市農村交流を推進します
◦ 新規 令和のむらづくり推進費 ……………………………… 2965万円

防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策を行います
◦防災・減災・国土強靱化対策費 ……………………… 90億9026万円

震災による孤児・遺児を支援します
◦東日本大震災みやぎこども育英基金助成費 … 4億1707万円

安心して学べる教育環境の確保

各地域で行われる震災伝承活動を推進します
◦ 新規 東日本大震災伝承推進費 ……………………………… 300万円

防災機能・治安体制の回復

洪水を防ぐために樹木伐採や河道掘削を行った河川

耳マーク

地域経済の更なる成長 2

美しく安全なまちづくり4

安心していきいきと暮らせる
宮城の実現 3

このほか、令和元年東日本台風関連予算を約４４６億円計上
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